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老
子
道
徳
繧

に
關
す
る
訓
詰
的
致
謹
的
な
槍
姦
は
さ
て
置
き
、

今
彼
の
五
千
言
に
就
て
言
ふ
こ
と
、
す
る
。
之
は
彼
が
極
め
て
直

裁
簡
明
な
自
然
主
義
を
と
り
煩
裟
な
形
式
論
理
を
捨
て
、
、
形
而

上
の
世
界

へ
逡
遙
す
る
事
に
依
つ
て
生
ん
だ
語
で
あ
る
。
從

つ
て

語
句
の
簡
に
し
て
意
の
深

い
事
は
、
灘
宗
祀
師
の
語
録
と
何
等
異

ら
す
、
寧
ろ
そ
れ
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
思
ひ
が
す
る
。
彼
が
論

理
的
概
念
的
な
も
の
を
好
ま
す
し
て
、
尚
ほ
且

つ
彼
に
五
千
言
が

.

存
在
す
る
と
云
ふ
事
自
艦
は
、

一
見
奇
異
で
あ
る
が
、
之
は
朱
子

の
言
葉
を
借
用
す
る
な
ら
ば

「
已
然
之
迩
」
と
言
ふ
可
く
、
所
謂

不
言
の
言
の
然
ら
し
め
る
所
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
叉
文
字
語
句
の

足
ら
ざ
る
感
、
將
た
亦

一
見
矛
盾
の
感
が
あ
る
こ
と
も
免
れ
な
い

併

し
之
は
吾
人
が
道
徳
経
を
客
観
的
に
見
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
老

子
自
身
の
主
観
に
立
ち
入
つ
て
見
る
揚
合
は
、
叉
自
ら
事
情
を
異

に
す
る
の
で
あ
る
。
假
に
之
を
客
観
的
に
批
評
す
る
な
ら
ば
、
其

の
論
述
の
過
程
に
超
理
論
的
な
も
の
が
あ
る
か
ら
今
日
概
念
の
追

求
を
以
て
の
み
是
れ
足
れ
り
と
し
て
ゐ
る
吾
人
に
は
全
髄
的
に
取

り
留
め
無
く
感
ぜ
ら
れ
、

「
混
沌
」
と
言
ふ

蝋
語
を
以
て
之
を
断

定
す
る
外
な
い
様
で
あ
る
σ
然
し
自
然
法
爾

の
妙
境

に
あ
る
老
子

自
身
に
と
つ
て
は

一
言
牛
句
も
道
の
述
に
非
ざ
る
な
く
、
そ
の
所

論
に
も
何
等
の
矛
盾
撞
着
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼

の
心
は
宛

も
鵬
が
南
海
に
は
野
た
き
六
氣

に
乗
じ
萬
里
を
遣
遙
す
る
が
如
く

無
何
有
之
境
地
に
遊
ん

で
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
理
論
的
に
は
明
自

四
達
實
践
的
に
は
無
爲
而
爲
の
境
地
そ
の
も

の
で
あ
り
、
所
謂
絶

封
智
と
道
と
の
融
合
合
禮
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。

此
盧
に
は
特
に
老
子
の
絶
封
智
と
道
と
の
關
係
を
論
じ
度

い
と

思
ふ
が
、
先
づ
以
て
該
問
題
を
論
す
る
前
"
彼
が

一
般
智
識
を
如

50



何
様
に
思
慮
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
を
考
察
す
る
事
が
必
要
で
あ

る
。

こ
の

一
般
智
識
ー

維
験
的
智
識
、
所
謂
絶
封
智
に
勤
す
る

相
樹
智
を
論
く
に
彼
は
次
の
如
く
言
つ
で
ゐ
る
。

含
徳
之
厚
◎
比
於
赤
千
。
蜂
螢
旭
蛇
不
蟄
。
猛
獣
不
糠
。
撰
鳥

不
搏
。
骨
弱
筋
柔
而
握
固
。
未
知
牝
牡
之
合
而
全
作
。
精
之
至

也
(第
五
十
五
章
)

右
の

一
節
中

「
未
知
牝
牡
之
合
云
々
」
は

「
知
る
」
「知
ら
ぬ
」

と
言
ふ
経
.験
的
な

「
知
」
を
意
味
し
て
居
る
と
言
ひ
得
る
。
然
し

こ
の
知
識
、
所
謂
経
験
智
の
事
實
的
成
立
過
程
に
就
て
は
道
徳
経

の
巾
に
は
何
等
燭
れ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
相
封
智
(
見
る
作
用
)
は

先
験
的
に
本
具
す
る
も
の
と
豫
想
さ
れ
、
是
認
せ
ら
れ
、
そ
の
上

に
彼
の
認
識
論
が
成
立
し
て
ゐ
る
も
の
と
看
ね
ば
な
ら
な
い
。
案

す
る
に
認
識
の
成
立
條
件
と
し
て
は

「
見
る
者
」
と

「
見
ら
れ
る

者
」
邸
ち
主
観
の
作
用
と
客
観

の
鍋
象
と
が
豫
想
せ
ら
れ
る
の
で

あ
,る
が
、
そ
の
揚
合
作
用
は
形
式
で
あ
り
蜀
象
は
内
容

で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
爾
者
は
如
何
に
し
て
結
合
し
て
認
識
を
成
立
せ
し
め

得
る
の
で
あ
る
か
と
言

へ
ば
、
作
用
は
そ
れ
自
身
に
内
在
す
る
法

則
に
從
つ
て
自
己
の
世
界
を
構
成
す
る
に
由
る
も
の
と
し
な
け
れ

老
子

に
於
け
る
道

の
認
識

の
問
題

ば
な
ら
ぬ
◎
カ
ン
ト
に
依
れ
ば

「
悟
性
は
そ

の
法
則
を
自
然
か
ら

得
る
の
で
な
く
却
つ
て
法
則
を
自
然
に
與

へ
る
の
で
あ
る
」。
故
に

理
論
理
性
は
唯
だ
経
験
界
を
認
識
し
得
る
の
み
で
あ
つ
て
超
絶
界

を
把
握
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
於

藪
カ
ン
ト
は
物
自
膣

U
ぼ
σq

餌霧
貯
げ

を
認
識
し
得
る
と
信
す
る

奮
來
の
形
而
上
學
を
排
し
て
寧
ろ
道
徳
的
自
由

の
世
界
に
於
て
實

在
の
深
き
根
底

に
達
せ
ん
と
し
九
の
で
あ
る
。
然
し
老
子
に
あ

つ

て
は
、
理
論
理
性
と
實
践
理
性
と
の
匠
別
な
く
、
言
は
ゴ
實
在
も

償
値
も
道
の

一
元
よ
り
生
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
道
を
直
接
に

罷
得
す
れ
ば
萬
物
は
す
べ
て
之
れ
に
依
つ
て
建
立
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
然
る
に
道
は
そ
の
性
質
か
ら
言

へ
ば

「無
相
し
「
虚
無
」
な

る
超
感
畳
的
實
在
で
あ
り
、
そ
の
限
り
思
緋

智
の
封
象
と
し
て
は

認
識
せ
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
り
、
趨
経
験
的
認
識
邸
ち
叡
知
的
盧

観

に
依
つ
て
の
み
知
る
事
が
出
來
る
の
で
あ

る
。
此
の
意
味
で
道

の
世
界
は
明
か
に
形
而
上
學
的
乃
至
宗
敏
的
世
界
で
あ
る
と
言
ひ

得
る
で
あ
ら
う
。
第
十
四
章
に
次
の
文
が
あ

る
。

親
之
不
見

名
日
夷

嘉
之
不
聞

名
日
希

搏
之
不
得

名

日
微

此
三
者

不
可
致
詰

放
混
而
爲

一

其
上
不
轍

其

「

(
二
)
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老

子
に
於

け
る
道

の
認
識

の
問
題

下
不
昧

縄

々

不
可
名

復
蹄
於
無
物

是
謂
無
歌
之
歌

無
物
之
象

右
の

一
節
か
ら
彼
が
道
を
以
て

「無
相
而
無
欣
」
形
な
く
、
名

辮

の
名
つ
く
る
絵
地
が
な
い
も
の
と
論
破
し
て
ゐ
る
事
が
推
察
し

得

ら
れ
る
だ
ら
う
が
、

「混
而
爲

一
」
及
び

「
無
物
之
象
」
と
言

つ
た
鮎
か
ら
考

へ
れ
ば
。
叉
絶
蜀
に
超
感
畳
的
に
し
て
謝
象
た
り

得
す
と
不
問
に
附
す
る
課
に
も
行
か
な
い
。
寧
ろ
超
樹
象
、
所
謂

野
象
に
非
ざ
る
封
象
と
考

へ
て
ゐ
た
と
言
ふ
の
が
比
較
的
隠
當
で

あ
ら
う
。
吾
人
は
斯
様
な
判
噺
を
道
徳
経
を
繕
く
事
に
よ
つ
て
下

し
忙
の
で
あ
る
が
、
前
に
も
述
べ
た
様
に
道
徳
経
は
老
子
が
直
観

的
艦
験
を
自
由
自
在
に
吐
露
し
た
巳
然
之
迩
で
あ
る
か
ら
、
道
が

認
識
の
封
象
た
り
得
る
や
否
や
の
問
題
に
樹
し
て
彼
が
如
何
な
る

見
解
を
も
つ
て
ゐ
た
か
を
洞
察
す
る
事
は
容
易
な
事
で
は
な
い
。

今
暫
ら
く
此
の
貼
を
考
察
し
よ
う
、
第
十
四
章
に

・迎
之
不
見
其
首
。
階
之
不
見
其
後
。
執
古
之
道
。
以
御
今
之
有

能
知
古
始
。
是
謂
道
紀
。

と
。
今
王
弼
の
註
繹
を
以
て
解
す
る
事
は
稻

々
傍
讃
の
弊
を
免

れ
難
い
が
、
彼
は
右
の

「
節
に
封
し
「
無
名
無
形
者
萬
物
之
宗
也
」

(
訟
こ

と
註
繹
を
施
し
て
ゐ
る
。
之
は
道
の
超
室
間
性
を
明
示
し
た
の
で

あ
ら
う
が
、
吾
人
は
猫
断
の
弊
を
も
敢
え
て
不
顧
、
更
に
分
析
し

て
見
る
と
、

「迎
之
不
見
其
首
。
随
之
不
見
其
後
し
と
は
道
が
時

間
上
無
始
無
絡
で
あ
る
事
を
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
然
し
時

間
上
の
無
始
無
絡
は
流
韓
を
意
味
し
輪
廻
を
豫
想
す
る
。
然
る
に

「
道
久
」
「
執
古
之
道
似
御
今
之
有
」
と
言
ふ
の
は
、
流
韓
的
輪
廻

的
な
も
の
で
な
く
、
普
遍
的
な
超
時
間
的
な
も
の
で
あ
る
事
を
意

味
す
る
。
斯
く
王
弼
の
註
繹
を
加
味
し
て
見
る
と
こ
の

一
節
は
道

が
超
塞
間
超
時
間
的
な
も
の
で
あ
る
事
を
表
し
た
も
の
と
看
倣
し

得
よ
う
。
か
く
す
れ
ば
第
十
四
章
の
論
旨
よ
り

し
て
、

「道
」
は

超
感
畳
的
超
認
識
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
然

も
こ
の
認
識
せ
ら
れ

ざ
る
劉
象
を
認
識
し
得
る
智
は
経
験
智
で
は
有
り
得
な
い
事
も
自

然
考

へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
第
二
十

一
章
に

「
自
古
及
今
。
其
名
不
去
。
吾
何
以
知
衆
甫
之
…状
哉
。
似
此
」。

と
あ
る
。
右
の

唄
節
中

「
吾
」
は
聖
人
の
意
で
あ
る
。
漢
文
大

系
の
註
繹
中

「蘇
注
」
「
呂
吉
甫
」
の
註
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
從

つ
て
右
の

一
節
は
道
が
有
道
者
の
封
象
た
る
事

を
述

べ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
帥
ち
た
と
ひ
道
は
認
識
の
封
象
と
し
て
許
さ
れ
る
と
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し
て
も
、
そ
れ
は
聖
人
の
超
経
験
的
叡
智
の
謝
象
と
な
る
の
で
あ

つ
て
相
野
智
の
樹
象
と
な
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
は
道
其
れ
自
身
の
立
揚
か
ら
経
験
智
と
道
と
の
關
係
を
批

判
し
℃
の
で
あ
る
が
、

一
言
に
言

へ
ば
老
子
は
認
識
論
的
立
揚
に

於
て
は
道
の
認
識
把
握
は
不
可
能
な
り
と
す
る
も
の
と
云
ひ
得
る

然
し
如
何
に
相
封
智
を
道
の
認
識
と
し
て
否
定
し
て
も
経
験
智
は

吾
人
の
経
験
的
事
實
で
あ
り
、
相
甥
智
の
存
在
の
事
實
は
否
定
出

來
な
い
。
老
子
も
亦
経
瞼
智

(
見
る
作
用
)
を
認
め
て
居
る
。
然

し
経
験
的
智
識
が
如
何
な
る
結
果
を
將
來
す
る
か
と
言
ふ
こ
と
を

反
省
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
維
験
智
を
忌
避
し
て
ゐ
る
。
暫
ら
く
此

の
間
の
浩
息
を
察
す
る
に
、
先
づ
以
て
経
験
智
は
主
客
の
爾
観
念

を
契
機
と
し
て
成
立
す
る
差
別
智
で
あ
る
事
の
外
に
更
に
、
第
二

章
に
、

「
天
下
皆
知
美
之
爲
美
。
斯
悪
已
。
皆
知
善
之
爲
善
。
斯
不
善

巳
。
故
有
無
相
生
。
難
易
相
成
。
長
短
相
較
。
高
下
相
傾
。
音

聲
相
和
。
前
後
相
随
。

と
言
ふ
て
ゐ
る
。
老
子
の
人
生
観
は
、
道
を
龍
得
し
て
虚
無
柔

弱
、
以
て
人
類
肚
會
を
大
道
の
中
に
融
合
し
、
煕
々
九
る
枇
會
を

老
子

に
於
け
る
避

の
認
識

の
問
題

實
現
し
よ
う
と
す
る
に
在

つ
た
の
で
あ
り
、
所
謂
道
徳
的
な
債
値

を
罷
得
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な

い
。
言
は
ゴ
無
領
値
の
償
値
を
求

め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
相
封
智
は
善
悪

の
便
値
判
断
を
な
し
。

ひ
い
て
は
不
雫
等
槻
を
生
む
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
,
斯
様
な

結
果
を
齎
ら
す
繧
験
智
は
當
然
之
を
排
撃

す
べ
し
と
し
忙
の
で
あ

る
。
従
つ
て
老
子
は

一
切
の
思
藩
智
を
捨

て
る
見
解
を
採
る
。
第

四
十
八
章
に
は
次
の
如
く
言
ふ
て
ゐ
る
。

「爲
.學
日
盆
。
爲
道
日
損
。
損
之
叉
損
之
。
蹴
至
干
無
爲
」

右
の

一
節
に
依
り
彼
が

「學
問
的
認
識
し
「
積
修
的
数
果
」
…
思

鼎
的
思
惟
し
を
以
て
道
の
膿
得
に
は
不
必
要
、
寧
ろ
障
害
な
り
と

攻
撃
し
九
事
が
解
る
〇
六
耐
曹
漢
大
師
が

「迷
心
修
道
。
漠

々
助

無
明
」
と
言
ふ
塔
句
と
同

叫
趣
旨
に
出
つ

る
の
で
あ
ら
う
。
斯
様

な
見
解
は

第

十

八

章

智
慧
出
有
大
偽

第

十

九

章

絶
聖
棄
智

第

一
一
十

章

絶
學
無
憂

第
六
十
五
章

以
智
治
國
國
之
賊

等
の
語
に
依

つ
て
も
推
察
す
る
事
が
出
來
る
。
以
上
を
以
て
、

(
四

)
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老
子

に
於
け
る
道

の
認
識

の
問
題

経

験
智
に
依
つ
て
積
修
せ
ら
れ
た
る

「智
」
が

一
大
飛
躍
と
共
に

絶
封
智
の
獲
得
と
な
り
道
の
認
識
把
握
と
な
る
と
言
ふ
、
所
謂
朱

子
流

の
窮
理
法
た
る
格
物
致
知
の
理
論
は
老
子
の
揚
合
に
は
絶
甥

に
適

用
し
得
な
い
事
が
解
る
。
彼
は
事
實

一
言
も
格
物
致
知
に
關

す
る
語
句
を
淺
し
て
ゐ
な
い
。

斯
く
て
吾
入
は

「
知
」
「
無
知
」
「
経
験
智
」

【,絶
封
智
し
と
の

關
係

は
全
然
無
關
係
な
も
の
と
推
定
し
得
る
。
是
吾
人
が
先
に
直

観

に
依
つ
て
道
の
罷
得
に
突
入
し
た
と
言
ふ
所
以
で
あ
る
。
吾
人

が
直
観
に
突
入
し
た
と
言
ふ
事
は
、
所
謂
絶
樹
智
に
突
入
し
た
事

を
意
味
す
る
。
此
虞
に
於
て
先
づ
絶
樹
智
の
成
立
過
程
と
其
れ
自

身
が
問
題
と
な
る
。
第
四
+
七
章
に
曰
く

.

「
不
出
戸
知
天
下
。
不
窺
驕
。
見
天
道
。
其
出
彌
遠
。
其
知
彌

少
。
是
似
聖
人
不
行
而
知
。
不
見
而
名
不
爲
而
成
」

と
。
右
の

一
節
は
老
子
の
絶
封
智
の
鏡
明
と
看
倣
し
得
よ
う
o

こ
の
絶
封
智
を
観
察
す
れ
ば
自
然
絶
蜀
智
の
生
す
る
鐵
と
絶
蜀
智

の
成
立
條
件
と
が
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
。

「不
出
戸
知
天
下
。

不
窺
漏
。
見
天
道
」
是
は

一
片
の
讐
喩
に
す
ぎ
ぬ
が
、
恐
ら
く
客

観
的
な
外
境
を
離
れ
外
界
と
接
燭
し
な
い
全
然
別
個
な
孤
立
状
態

(
五

)

に
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
。
客
槻
的
な
封
象
を
認
め
す
孤

立
の
欣
態
に
存
在
す
る
と
言
ふ
事
は
、
相
樹
的
な
主
観
で
な
く
て

所
謂
純
粋
主
観
の
立
場

に
立
つ
事
を
意
味
す
る
。
此
腿
に
絶
封
智

の
成
立
過
程
は
窺
ひ
知
る
事
は
不
可
能
な
り
と
し
て
も
、
絶
翁
智

を
生
す
る
動
機
は
自
己
を
孤
立
の
状
態
に
置
く
事
で
あ
る
事
が
窺

は
れ
る
。
依
つ
て
絶
封
智
を
生
ぜ
し
め
る
實
蹉
的
工
夫
は

「
塞
其

党
。
閉
其
門
」
(第
五
十
二
章
)と
言
ふ
老
子
の
言
葉
に
よ
く
表
現

さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
言
ひ
得
る
。
然
ら
ば
斯
様
な
絶
封
智
を
得
た

時
の
心
理
的
な
歌
態
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

「專
念
致
柔
。
能
嬰
兇
乎
」
(第
十
章
)

と
言
つ
て
ゐ
る
檬
に
專
念
統

一
し
積
極
的
な
意
志
活
動

に
出
で

ざ
る
所
謂

「
丹
念
」
「虚
心
し
「
寂
静
し
が
邸
ち
そ
れ
で
あ
ら
う
。

更
に
又
絶
甥
智
の
全
罷
的
意
義
を
表
す
も
の
と
し
て
は
、

「
樹
境

に
燭
れ
す
」
「心
專
念
」
「無
爲
之
爲
」
}
云
ふ
如
き
言
葉
が
あ
る

從

つ
て
絶
封
智
も
叉
人
間
本
具
の
先
天
的
な
る

「
心
」
を
前
提
と

し
、
要
件
と
し
て
、
存
在
し
て
ゐ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
絶
樹

智
は

「
心
」
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
に
非
す
、
絶
劃
智
と
心
と

の
爾
者
は
自
己
と
云
ふ
存
在
者
に
本
來

一
つ
の
も
の
と
し
て
内
在
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す
る
も
の
で
あ
る
。

然
し
こ
の
爾
者
は
全
く
匠
別
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
あ
る
と
す

れ
ば
如
何
に
匪
別
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
り
蓋
し
思
辮
智
は

「自

己
の
心
」
で
あ
る
に
謝
し
て
、
絶
封
智
は

「自
己
の
心
に
非
ざ
る

自
己
の
心
」
で
あ
る
。
或
ひ
は
之
を
意
識
と
絶
封
意
識
の
關
係
と

も
見
得
る
で
あ
ら
う
。
將
た
叉
絶
封
智
は
鱒
「
見
る
作
用
」
を
通
し

て
の
智
で
あ

る
か
ら
智
識
を
智
識
た
ら
し
め
る
智
と
も
云
ひ
得
よ

う
。
換
言
す
れ
ば
自
己
の
心
の
否
定
の
上
に
立
つ

「
自
己
心
」
で

あ

る
。
斯
く
経
験
智
と
絶
封
智
と
が
同

一
心
よ
り
起
る
と
云
ふ
黙

よ
り
云

へ
ば
、
爾
者
の
相
違
は
同
じ
心
の
上
に
於
け
る

「
知
」
と

「
不
知
」
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し

「
知
」
と

「
不
知
」

と
同
じ
心
を
基
礎
と
し
て
生
れ
る
と
云
ふ
事
は
如
何
に
し
て
あ
り

得
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
勲
に
關
し
、
解
繹
を
ほ
ど
.〕
し
て
ゐ
る

の
は
僅
か
に
、
道
徳
経
の
第
七
十

一
章
に
す
ぎ
ぬ
。
同
章
に

「
知
不
知
上
。
不
知
知
病
」

と
。
こ
の
訓
護
に
は
仲
々
の
困
難
が
あ
り
、
從
來
學
者
の
學
説

を
異
に
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
淺
學
非
才
な
吾
人
の
猫
断
に
よ

れ
ば

「
知
は
不
知
の
上
。
不
知
は
知
の
病
し
、と
讃
む
が
適
當
で
あ

老
子

に
於
け

る
道

の
認
識

の
問

題

ら
う
と
思
は
れ
る
。
唯
問
題
と
な
る
の
は
こ
、
に
云
ふ

「不
知
」

は
絶
封
智
の
意
で
あ
ら
う
か
、
相
劉
知
の
意
で
あ
ら
う
か
、
と
云

ふ
事
で
あ
る
。
老
子
は
絶
封
智
を
表
明
す
る
時
は

「
不
知
」
を
使

用
せ
す
、

「無
知
」
と
云
ふ
用
語
を
用
ひ
る
の
が
常
で
あ
る
事
が

思
ひ
當
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
前
節
を
解
繹
す
る
と

「
絶
醤
智
は
相

封
智
の
上
、
相
封
智
は
絶
樹
智
の
弊
」

と
云
ふ
こ
と
～
な
る
。
こ

の
中
後
牛
の
意
義
は
既
に
論
じ
九
の
と
同

一
意
義
で
あ
り
、
前
牛

は
そ
の
口
調
よ
り
考
慮
す
る
と
、

「道
者
萬
物
之
奥
」
と
云
ふ
口

調
と
類
似
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て

一
見
道
は
齢
納
的
に
、
智
も
齢
納

的

に
進
ん
だ
最
後
の
統

蝸
髄
の
様
に
考

へ
ら
れ
る
が
、
老
子
は
元

來
演
繹
的
方
法
を
と

つ
忙
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、

「
知
不
知
上
」

の
解
繹
も
、
知
は
萬
物
の
根
元
と
見
徴
し

て
絶
勤
智
の
方
か
ら
相

樹
智
の
方

へ
關
聯

せ
し
め
て
考

へ
た
も
の
で
あ
ら
う

と

思

は

れ

る
。
相
封
智
の
方
か
ら
絶
封
智
に
關
聯
を

つ
け
て
考

へ
た
の
で
は

な
い
で
あ
ら
う
。

此
庭
に
於
て
道
の
認
識
把
握
は
絶
封
智

薫
依
存
寸
る
も
の
で
毒

り
、
絶
封
智
こ
そ
道
を
認
識
把
握
し
得
る
「
智
識
に
非
ざ
る
智
識
」

と
云
ひ
得
る
。
道
は
既
に
無
相
の
封
象
で
あ
り
、

一
方
絶
野
智
は

(
六
)
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老
子

に
於
け
る
道

の
認
識

の
問

題

「
智
識
に
非
ざ
る
智
識
」な
る
を
以
て
、
道
の
認
識
が
可
能
な
爲
.の

條
件
は
、
主
観
は
主
観
た
ら
ざ
る
の
主
観
、
客
観
は
客
観
忙
ら
ざ

る
客
観
で
あ
る
可
き
こ
と

、
な
り
、
道
の
認
…識
と
は
所
謂
超
認
識

論
的
認
識
、
換
言
す
れ
ば
直
観
に
よ
る
純
粋
主
観
の
道
の
把
握
で

あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
阻
。
斯
様
な
絶
樹
智
を

「
明
」
と
云
ふ
。

第

十
六
章
に
日
く
、

「
露
根
既
静
。
是
謂
復
命
。
復
命
日
常
。
知
常
日
明
。」

と
此
虞
に
於
て
初
め
て
第

一
章
に
述
べ
る
、

「
常
無
欲
以
硯
其

好
」
と
云
ふ
事
が
容
易

に
頷
か
れ
理
解
し
得
ら
る
玉
で
あ
ら
う
。

吾
人
は
絶
樹
智
と
云
ふ
観
念
か
ら
所
謂
認
識
論
的
な
意
味
を
豫
想

す

る
が
、
老
子
に
於
て
は

「
四
達
明
白
」
は

「無
知
」
と
云
ひ
常

途
と
は
全
く
反
封
な
論
旨
で
あ
る
。

「
知
常
日
明
」
と
云
ふ
事
か

ら
し
て
第
十
六
章
を
楡
討
す
る
に
明
は
「
常
」
「復
命
し
「
齢
守
根
」

で

「
明
」
は
無
物
道

へ
の
復
露
を
意
味
す
る
。

「
明
」
と

「道
」

と
は
同

一
硯
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に
第
五
十
二
章
に
は

天
下
有
始
。
以
爲
天
下
母
。
既
知
其
母
。
復
知
其
子
。
既
知
其

子
。
復
守
其
母
。
得
其
不
殆
。
塞
其
論
。
閉
其
門
。
終
身
不
勤

開
其
論
。
濟
其
事
。
絡
身
不
救
b
見
小
日
明
。
守
柔
日
強
。
用

(

t

)

其
光
。
復
蹄
其
明
。

と
あ
る
。

「用
其
光
。
復
蹄
其
明
」
。

と
は
絶
封
智
を
以
て
そ
の

「
明
」を
知
り

「明
」
に
復
露
す
る
事
で
あ
る

。
第
十
六
章
の
主
旨

よ
り
明
は
常
を
知
り
萬
物
の
根

一
合
髄
す
る
と
云
ふ
の
と
あ
は
せ

考

ふ
れ
ば
、
所
謂
絶
封
智
は
道
と
合
艦
し
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る

ノ

も
の
と
云
つ
て
よ
い
。
將
亦
、
「得
共
母
。
知
其
子
」
「
知
其
子
。

守
其
母
、」
と
云
ふ
言
葉
よ
り
絶
封
知
を
悟
る
事
が
道
を
禮
得
す
る

事
で
あ
り
、
道
を
罷
得
す
れ
ば
自
然
に
絶
樹
智
を
得
、
畢
寛
道
と

絶
封
智
と
は
不
脚
不
離
の
關
係
に
立
ち
、
道
は
絶
封
智
、
絶
封
智

は
道
の
關
係
な
る
事
が
分
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
絶
封
智
を
絶

封
智
た
ら
し
め
る
も
の
は
道
に
し
て
、
道
を
道
た
ら
し
め
る
も
の

は
絶
劉
智
で
あ
る
と
云
ひ
得
よ
う
。
絶
樹
智

は
自
己
主
観
を
離
れ

な

い
と
云
ふ
思
想
は
荘
子
知
北
游
篇
に

精
紳
生
於
道

と
云
ふ
如
く
、
荘
子
に
機
承
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
老
子
の
後
糧
者
と

し
て
は
誠
に
當
然
の
事
で
あ
ら
う
。


